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ストレージ機能プロファイルを設定する

ストレージ機能プロファイルの概要

VASA Provider for ONTAP では、ストレージ機能プロファイルを作成して、ストレージ
にマッピングすることができます。これにより、ストレージ全体で一貫性を維持できま
す。また、ストレージがストレージ機能プロファイルに準拠しているかどうかについて
も、 VASA Provider を使用して確認することができます。

ストレージ機能はストレージシステムの一連の属性であり、そのストレージ機能が関連付けられているストレ
ージオブジェクトのストレージパフォーマンスのレベル、ストレージ効率、その他の機能（暗号化など）を特
定します。

従来のデータストアの場合、ストレージ機能プロファイルを使用して共通の属性を持つ一貫性のあるデータス
トアを作成し、 QoS ポリシーを割り当てることができます。プロビジョニング時には、ストレージ機能プロ
ファイルに一致するクラスタ、 SVM 、およびアグリゲートが表示されます。ストレージマッピングメニュー
の「プロファイルのグローバル自動生成」オプションを使用すると、既存の従来のデータストアからストレー
ジ機能プロファイルを生成できます。プロファイルを作成したら、 VSC を使用してデータストアがプロファ
イルに準拠しているかどうかを監視できます。

VVol データストアの場合、プロビジョニングウィザードでは、複数のストレージ機能プロファイルを使用し
てデータストア内に異なる FlexVol を作成できます。VM ストレージポリシーを使用すると、その定義に従っ
て、該当する FlexVol に仮想マシン用の VVol を自動的に作成できます。たとえば、代表的なストレージクラ
ス（パフォーマンス制限や暗号化や FabricPool などの機能）用のプロファイルを作成することができます。
あとで、仮想マシンのビジネスクラスを表す VM ストレージポリシーを vCenter Server に作成し、該当する
ストレージ機能プロファイルに名前（ Production 、 Test 、 HR など）でリンクできます。

VVol で使用する場合は、ストレージ機能プロファイルによって個々の仮想マシンのストレージパフォーマン
スも設定され、パフォーマンス要件を最も満たす VVol データストアの FlexVol に仮想マシンが配置されま
す。QoS ポリシーにパフォーマンスの最小 IOPS または最大 IOPS を指定できます。仮想マシンを最初にプ
ロビジョニングするときはデフォルトのポリシーを使用できます。また、ビジネス要件の変化に応じてあとか
ら VM ストレージポリシーを変更することもできます。このリリースの ONTAP ツールのデフォルトのストレ
ージ機能プロファイルは次のとおりです。

• AFF のシック

• FAS_MAX20

• FAS_DEFAULT

• AFF_Default

• AFF_Tiering

• AFF_encrypted

• AFF_encrypted_Tiering

• AFF_encrypted_Min50

• プラチナ

• ブロンズ

vCenter Server は LUN またはボリュームのストレージ機能を、その LUN またはボリュームでプロビジョニ
ングされるデータストアに関連付けます。これにより、仮想マシンのストレージプロファイルに一致するデー
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タストアに仮想マシンをプロビジョニングして、データストアクラスタ内のすべてのデータストアのストレー
ジサービスレベルを同じにすることができます。

ONTAP ツールでは、すべての仮想ボリューム（ VVol ）データストアを新しいストレージ機能プロファイル
で設定できます。これにより、同じ VVol データストアに IOPS 要件が異なる複数の仮想マシンをプロビジョ
ニングすることができます。IOPS の要件がある VM のプロビジョニングワークフローを実行する際には、互
換性があるデータストアのリストにすべての vVol データストアが表示されます。

6.5 より前の vCenter Server の仮想マシンをプロビジョニングまたは変更しようとすると、互
換性があるデータストアのリストには、パフォーマンスが「 `M AX_IOPS" 」に設定されたス
トレージ機能プロファイルを含む vVol データストアのみが表示されます。それ以外の VVOL

データストアは、互換性がないデータストアのリストに表示されます。これは無視してかまわ
ず、互換性がないデータストアのリストから vVol データストアを選択して仮想マシンをプロビ
ジョニングまたは変更できます。

ストレージ機能プロファイルの作成と編集に関する考慮事項

ストレージ機能プロファイルの作成と編集に関する考慮事項を確認しておく必要があります。

• 最小 IOPS は AFF システムでのみ設定できます。

• QoS 指標は仮想ボリューム（ VVol ）データストアレベルで設定できます。

この機能により、仮想データストア上にプロビジョニングされた同じ仮想マシンの異なる VMDK に対し
て、さまざまな QoS 指標をより柔軟に割り当てることが可能です。

• FAS と AFF両方 のデータストアにストレージ機能プロファイルを設定することができます。

FAS システムおよび AFF システムでは、スペースリザベーションをシックまたはシンに設定できます。

• ストレージ機能プロファイルを使用してデータストアの暗号化を行うことができます。

• 以前のバージョンの VMware vSphere 用 ONTAP ツールを最新バージョンの ONTAP ツールにアップグレ
ードしたあとで、既存のストレージ機能プロファイル（ 7.2 より前のバージョンで作成）を変更すること
はできません。

以前のストレージ機能プロファイルは、下位互換性を確保するために保持されます。デフォルトテンプレ
ートが使用されない場合は、最新バージョンの ONTAP ツールへのアップグレード時に、ストレージ機能
プロファイルのパフォーマンスに関連する新しい QoS 指標と階層化ポリシーを反映して既存のテンプレ
ートが上書きされます。

• 以前のストレージ機能プロファイルを変更または使用して、新しい仮想データストアや VM ストレージポ
リシーをプロビジョニングすることはできません。

• 新しいデータストアには必ず新しいストレージ機能プロファイルを使用する必要があります。

ストレージ機能プロファイルを作成する

VSC を使用すると、ストレージ機能プロファイルを手動で作成したり、データストアの
機能に基づいてプロファイルを自動的に生成したり、要件に合わせてプロファイルを変
更したりできます。
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• 必要なもの *

VASA Provider インスタンスを VMware vSphere 用の ONTAP ツールに登録しておく必要があります。

プロファイルを設定したら、必要に応じてプロファイルを編集できます。

• 手順 *

1. ONTAP ツールのホームページで、 * ストレージ機能プロファイル * をクリックします。

2. 必要に応じて、プロファイルを作成するか、既存のプロファイルを編集します。

* * これをしなさい …*

プロファイルを作成します •

をクリックします *

既存のプロファイルを編集します [ ストレージ機能プロファイル ] ページに一覧表
示されているプロファイルから、変更するプロフ
ァイルをクリックします。

既存のプロファイルに関連付けられている値を表示するには、ストレージ機能のプロファイル
ページでプロファイル名をクリックします。VASA Provider には、そのプロファイルの概要ペ
ージが表示されます。

1. ストレージ機能プロファイルの作成ウィザードの手順に従って、プロファイルを設定するか、既存のプロ
ファイルの値を編集して変更します。

このウィザード内のフィールドのほとんどはわかりやすいもので、説明を必要としません。以下は、説明
が必要な一部のフィールドのリストです。

* フィールド * * 説明 *

複数のプロファイルを識別する 名前と概要タブの * 概要 * フィールドを使用して、
ストレージ機能プロファイルの目的を指定できま
す。適切な概要を指定すると、使用するアプリケー
ションに基づいて複数のプロファイルを設定するこ
とが推奨されるため、便利です。

たとえば、ビジネスクリティカルなアプリケーショ
ンには、 AFF プラットフォームなど、より高いパ
フォーマンスをサポートする機能を備えたプロファ
イルが必要です。一方、テストやトレーニングに使
用するデータストアであれば、低パフォーマンスの
FAS プラットフォームを使用するプロファイルを
使用し、すべてのストレージ効率化機能と階層化を
有効にしてコストを抑えることができます。

vCenter Server に対して「リンク」モードを有効に
した場合は、ストレージ機能プロファイルを作成す
る vCenter Server を選択する必要があります。
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プラットフォーム プラットフォームのタイプが AFF または FAS のス
トレージシステムを選択できます。以降の画面のオ
プションは、選択したストレージシステムのタイプ
に応じて更新されます。

プロトコル リストされている使用可能なプロトコルの中から、
ストレージシステムに対して選択したプラットフォ
ームに基づいて選択できます。仮想マシンを設定す
る際に、ストレージ機能プロファイルを使用して
VM ストレージポリシーを設定できます。プロトコ
ルフィールドでは、特定のプロトコルに基づいてデ
ータストアがフィルタリングされます。フィール
ド「 any 」を使用すると、すべてのプロトコルを
使用できます。

パフォーマンス ストレージシステムに従来の QoS ポリシーを設定
するには、 Performance タブを使用します。

• 「 * なし」を選択すると、制限のない（無限）
QoS ポリシーがデータ VVol に適用されます。

• QoS ポリシーグループを選択すると、従来の
QoS ポリシーが VVOL に適用されます。

QoS 機能を使用できるように、 * Max IOPS *

と * Min IOPS * の値を設定できます。Infinite

IOPS を選択した場合、 Max IOPS フィールド
は無効になります。従来のデータストアの場合
は、「最大 IOPS 」の値が設定された QoS ポ
リシーが作成され、 FlexVol ボリュームに割り
当てられます。VVOL データストアで使用する
と、各データ VVOL データストアの最大 IOPS

と最小 IOPS の値が設定された QoS ポリシー
が作成されます。

◦ 注 * ：

▪ 最大 IOPS と最小 IOPS は、従来のデー
タストアの FlexVol にも適用できます。

▪ パフォーマンス指標が Storage Virtual

Machine （ SVM ）レベル、アグリゲー
トレベル、または FlexVol レベルでも別
々に設定されていないことを確認する
必要があります。
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Storage Attributes （ストレージ属性） このタブで有効にできるストレージ属性は、 ［ パ
ーソナリティ ］ タブで選択したストレージタイプ
によって異なります。

• FAS ストレージを選択した場合は、スペースリ
ザベーション（シックまたはシン）を設定し、
重複排除、圧縮、暗号化を有効にすることがで
きます。

階層化の属性は、 FAS ストレージには適用さ
れないため無効になります。

• AFF ストレージを選択した場合は、暗号化と階
層化を有効にすることができます。

重複排除と圧縮は、 AFF ストレージに対して
はデフォルトで有効になり、無効にすることは
できません。

階層化の属性を有効にすると、 FabricPool 対応
アグリゲート（ ONTAP 9.4 以降を搭載した
VASA Provider for AFF システムでサポート）
に含まれるボリュームを使用できるようになり
ます。階層化の属性として、次のいずれかのポ
リシーを設定できます。

• なし：ボリュームデータを大容量階層に移動し
ないようにします

• Snapshot ：アクティブなファイルシステムに
関連付けられていないボリューム Snapshot コ
ピーのユーザデータブロックを大容量階層に移
動します

2. Summary （サマリ）ページで選択内容を確認し、 * OK * をクリックします。

プロファイルを作成したら、 Storage Mapping ページに戻って、どのプロファイルがどのデータストアに
一致するかを確認できます。

ストレージ機能プロファイルを自動的に生成する

VASA Provider for ONTAP を使用すると、既存の従来のデータストアのストレージ機能
プロファイルを自動生成できます。データストアの自動生成オプションを選択すると、
そのデータストアで使用されるストレージ機能を含むプロファイルが VASA Provider に
よって作成されます。

• 必要なもの *

• VASA Provider インスタンスを Virtual Storage Console （ VSC ）に登録しておく必要があります。

• ストレージが VSC で検出されている必要があります。
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• このタスクについて *

ストレージ機能プロファイルの作成後にプロファイルを変更して機能を追加できます。ストレージ機能プロフ
ァイルの作成ウィザードには、プロファイルに含めることのできる機能に関する情報が表示されます。

• 手順 *

1. ONTAP ツールのホームページで、 * ストレージマッピング * をクリックします。

2. 使用可能なリストからデータストアを選択します。

3. アクションメニューから * 自動生成 * を選択します。

4. 自動生成プロセスが完了したら、画面を更新して新しいプロファイルに関する情報を表示します。

新しいプロファイルが、関連付けられたプロファイル列にリスト表示されます。新しいプロファイル
の名前は、プロファイル内のリソースに基づいています。必要に応じて、プロファイルの名前を変更
できます。
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